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申-1 

変 更 理 由 

 

大村湾南部流域下水道は、諫早市及び大村市の２市にまたがる流域を対象として、平成６年度

から事業を開始しており、現在の整備状況は、幹線管渠（5.3km）は完成し、汚水処理場施設（1

箇所）の整備を進めているところである。 

その後、関連市町（旧諫早市、旧多良見町）の合併や少子高齢化等の要因により、社会的・経

済的な情勢が変化してきた。さらに、平成 27 年 3 月に策定された大村湾流域別下水道整備総合計

画（大村湾流総計画）において、本流域下水道の終末処理場である大村湾南部浄化センターでの

窒素、リンの計画処理水質が定められたため、流総計画に基づき既存施設の高度処理化を行って

いる。 

なお、高度処理化工事は水処理施設を運転しながら躯体及び機械設備を 1 系列ずつ順番に施工

しており、全体 6 系列中 3 系列の改造を令和５年度末までに行う計画である。 

引き続き、毎年実施する大村湾の水質調査や浄化センターの日々の水質管理状況を踏まえ、大

村湾の水質改善を図るために残りの系列の改造を進める計画である。 

今回中期計画では、計画区域の拡大、計画人口の追加を行うとともに、工場増設により工場排

水が増加することから、計画汚水量及び水質の見直しを行うものである。 

また、大村湾南部浄化センターの処理水について、大規模工場での再利用を予定していること

から今回事業計画に位置付けるものとする。 

 

＜ 変 更 内 容 ＞ 

 １．事業計画区域の拡大 

諫早市（旧諫早市）の真崎、横島、津久葉各処理分区で 24.85ha および（旧多良見町）多良

見第 1・3 の各処理分区で 3.20ha 拡大、大村市の大村南部処理分区で 39.10ha（農集の接続）

の拡大を行い、両市合せて 67.15ha の拡大を行う。 

 

 ２．計画諸元の変更 

計画人口を 1,000 人増、生活汚水量原単位（日最大）が 295L/人・日から 275 L/人・日に変

更したことから家庭系汚水量（日最大）は 760ｍ3/日減少し、津久葉処理分区に位置する工場の

施設増設に伴い、工場排水量が 5,581ｍ3/日増となり、事業計画汚水量は 4,800ｍ3/日（日最大）

増加したことにより、日最大汚水量は 39,500ｍ3/日とする。 

 

 ３．処理水再利用の位置付け 

処理水の有効活用として、大規模工場での処理水の再利用に伴い、吐口を追加する。 

 

 ４．7系列の増設 

計画汚水量及び計画汚濁負荷量の見直しに伴い必要となる 7 系の反応槽と最終沈殿池を追加

する。 

  



申-2 

（第１表） 

流域関連公共下水道の予定処理区域及び流域下水道との接続箇所調書  

流域関連公共下水道の 
予 定 処 理 区 域 の 面 積 

約 1,511 
1,578  

ﾍｸﾀｰﾙ 
流域関連公共下水道の 
予定処理区域内の地名 

諫早市・大村市 
区域は下水道計画一般図表示のとおり 

流域下水道 
処 理 区 
の 名 称 

市町名 
流 域 関 連 
公共下水道 
の 名 称 

処理分区 
の 名 称 

面 積 
(単位 
ﾍｸﾀｰﾙ) 

流域関連 
公共下水 
道 と の 
接続箇所 
の 番 号 

流域関連 
公共下水 
道 と の 
接続箇所 
の 位 置 

接続する 
流 域 下 
水 道 の 
幹 線 名 

摘  要 

大 村 湾 
南部処理区 

 

䥹
旧
諫
早
市
䥺 

諫
早
市 

流 域 関 連 
諫 早 市 
公共下水道 

西 諫 早 
処理分区 

155 諫－１ 
諫 早 市 
貝 津 町 

多 良 見 
幹  線 

 

真  崎 
処理分区 

151 
152 

諫－２ 
諫 早 市 
津 水 町 

大村幹線  

横  島 
処理分区 

 43 
 67 

諫－３ 
諫 早 市 
貝 津 町 

多 良 見 
幹  線 

 

津 久 葉 
処理分区 

468 
469 

諫－４ 
諫 早 市 
貝 津 町 

多 良 見 
幹  線 

 

貝  津 
処理分区 

 53 諫－５ 
諫 早 市 
貝 津 町 

多 良 見 
幹  線 

 
 

久  山 
処理分区 

122 諫－６ 
諫 早 市 
久 山 町 

多 良 見 
幹  線 

 

久 山 台 
処理分区 

44 諫－７ 
諫 早 市 
久 山 町 

多 良 見 
幹  線 

 

大
村
市 

流 域 関 連 
大 村 南 部 
公共下水道 

大村南部 
処理分区 

117 
156 

大－１ 
大 村 市 
溝 陸 町 

大村幹線  

䥹
旧
多
良
見
町
䥺 

諫
早
市 

流 域 関 連 
諫 早 市 
公共下水道 

多 良 見 
第  １ 
処理分区 

127 
130 

多－１ 
諫 早 市 
多良見町 
化  屋 

多 良 見 
幹  線 

 

多 良 見 
第  ２ 
処理分区 

 92 多－２ 
諫 早 市 
多良見町 
化  屋 

多 良 見 
幹  線 

 

多 良 見 
第  ３ 
処理分区 

140 
141 

多－３ 
諫 早 市 
多良見町 

囲 

多 良 見 
幹  線 

 



申-3 

（第２表） 

吐 口 調 書 

流域下水道 
処 理 区 
の 名 称 

吐口の種類 
吐口の番号 
又 は 名 称 

吐口の位置 計画放流量 放流先の名称 摘 要 

大 村 湾 
南部処理区 

処 理 施 設 
大 村 湾 南 部 
浄化センター 

諫 早 市 
貝 津 町 

日最大汚水量 

東 大 川 

H.W.L 
TP＋1.100ｍ 
L.W.L 
TP-1.435m 

34,700 
30,500 

ｍ3/日 

大 村 湾 
南部処理区 

- 
処 理 施 設 

- 
大 村 湾 南 部 
浄化センター 

- 
諫 早 市 
貝 津 町 

- 
9,000 

ｍ3/日 
- 

工場再利用  

 

 

 

（第３表） 

管 渠 調 書  

流域下水道 
処 理 区 
の 名 称 

幹線名 
位  置 最大内のり 

寸   法 
(単位ﾐﾘﾒｰﾄﾙ) 

最小内のり 
寸   法 

(単位ﾐﾘﾒｰﾄﾙ) 

延 長 
(単位ﾒｰﾄﾙ) 

点  検 

個所の数 
摘 要 

起 点 終 点 

大 村 湾 
南部処理区 

多良見

幹 線 

諫 早 市 
貝 津 町 

諫 早 市 
多良見町 

囲 
1,350  500 4,690 1 箇所 

方法：マンホ

ール内からの

管内目視若し

くは管口テレ

ビカメラを用

いる方法 
頻度：５年に

１回以上 

大 村 

幹 線 

諫 早 市 
貝 津 町 

大 村 市 
溝 陸 町 

 800  400  610 0 箇所 

腐食するおそ

れの大きい箇

所は存在しな

い。 

計 5,300 1 箇所  

 

 

  



申-4 

（第４表） 

処 理 施 設 調 書 

終末処理場等 
の  名  称 

位置 
敷 地 
面 積 

計    画 
放流水質 

処理方法 
処理能力 

計    画 
処理人口 

摘  要 晴  天 
日最大 

雨  天 
日最大 

大 村 湾 南 部 
浄化センター 

諫早市 
貝津町 

4.91ha 

(3～5 系列) 
BOD15.0mg/ℓ 

‐ 

活  性 
汚泥法 
‐ 

17,700ｍ3/日 
‐ 

 
45,430 
46,430人 

計画下水量 
（日最大） 
34,700  
39,500ｍ3/日 
全体計画処理能力 
35,300 
39,500ｍ3/日 
流入水質 

150 
BOD 130mg/ℓ 

160 
SS    90mg/ℓ 
 
T-N   40mg/ℓ 
T-P    4mg/ℓ 

(1～2,6 系列) 
   ‐ 
 
BOD 15.0 mg/ℓ 
T-N 12.6 mg/ℓ 
T-P 2.6 mg/ℓ 

 

ステップ 
流入式 

多段硝化脱

窒法 

17,000 

39,500ｍ3/日 

終末処理場等の敷地内の主要な施設  
終末処理場等 
の  名  称 

主要な施設の名称 個数 構  造 能  力 摘要 

大 村 湾 南 部 
浄化センター 

流 入 管 渠 １式 鉄筋コンクリート造り 流量 約 2.327ｍ3/秒  
沈 砂 池 ２池 鉄筋コンクリート造り 水面積負荷 1,800ｍ3/ｍ2･日 2/2 
最 初 沈 殿 池 ４池 鉄筋コンクリート造り 水面積負荷 50.0ｍ3/ｍ2･日 4/4 

エ ア レ ー シ ョ ン タ ン ク 

３ 
７池 
 
３池 
 ‐ 

鉄筋コンクリート造り 

10.5 
滞留時間  8.1 時間 
 
滞留時間  7.0 時間 
     ‐ 

3/6 
7/7 

 
3/6 
‐ 

最 終 沈 殿 池 
６ 
７池 

鉄筋コンクリート造り 水面積負荷 20.0ｍ3/ｍ2･日 6/6 
7/7 

凝 集 剤 添 加 施 設 ２基  
21 

貯留日数 18 日 2/2 

塩 素 滅 菌 池 １池 鉄筋コンクリート造り 接触時間 15.0 分  
放 流 管 渠 １式 鉄筋コンクリート造り 流量 約 2.327ｍ3/秒  
重 力 式 汚 泥 濃 縮 槽 ２槽 鉄筋コンクリート造り 固形物負荷 75.0kg/ｍ2･日 2/2 

機 械 式 汚 泥 濃 縮 設 備 ２基 
遠心濃縮機 
遠心濃縮機、ベルト濃縮機 

所要容量 15ｍ3/時 2/2 

汚 泥 消 化 槽 ２槽 鉄筋コンクリート造り 
20 

消化日数 約 40 日 2/2 

ガ ス タ ン ク ２基  貯留時間 12 時間 2/2 

汚 泥 貯 留 槽 ２槽  貯留時間 24 時間 2/2 

汚 泥 脱 水 設 備 
３ 
２台 

遠心脱水機 

         ３ 
処理能力 10ｍ3/時×２台＝ 
          30 

20ｍ3/時 

3/3 
2/2 

管 理 棟 １棟 鉄筋コンクリート造り 
中央管理室、電気室、事務室 
水質試験室、発電機室 

 

ポ ン プ 棟 １棟 鉄筋コンクリート造り 
沈砂池、ポンプ室、脱臭機室 
ブロワー室 

 

汚 泥 処 理 棟 １棟 鉄筋コンクリート造り 
重力式濃縮槽、機械濃縮槽 
脱水機室、脱臭機室 

 

薬 品 貯 蔵 棟 １棟 鉄筋コンクリート造り   

 



申-5 

（様式－１） 

（１）施設の設置に関する方針 

主要な施策 

整備水準 事業の 

重点化・効率化 

の方針 

中期目標を 

達成するため 

の主要な事業 

備考 
指標等 

現在 

(令和３年度末)  

中期目標 

(令和 11 年度末) 
長期目標 

汚水処理 

下 水 道 

処理人口 

普 及 率 

90％ 94％ 100％ 

長崎県汚水処理

構想 2017 に基

づき、人口密度

が高い地域から

優先的に整備を

実施する。 

栗面、貝津、多良

見町化屋、多良見

町中里地区管渠整

備事業 

 

令和 10 年度に三

浦地区の農業集落

排水施設 (処理面

積 39.1ha)を下水

道に編入 

 

高度処理 高度処理 

実 施 率 

 

 

目 標 

放流水質 

(大村湾南部 

浄化センター)

28％ 

（ 2/7 供

用開始） 

 

 

BOD 

15mg/ℓ 

T-N 

30.4mg/ ℓ 

T-P 

－ 

57％ 

（ 4/7 供

用開始） 

 

 

BOD 

15 mg/ℓ 

T-N 

24.4mg/ ℓ 

T-P 

2.6mg/ℓ 

100％ 

 

 

 

 

BOD 

15 mg/ℓ 

T-N 

12.6mg/ℓ 

T-P 

2.6mg/ℓ 

大村湾流域別下

水道整備総合計

画に基づき、高

度処理化を実施

する。 

大村湾南部浄化セ

ンター反応タンク

設備改築事業 

（既設 4 系列の高

度処理化） 

 

大村湾南部浄化セ

ンター7 系増設事

業 

第 7 系（増設）は

R10 に供用開始予

定。 

既設 4 系列の高度

処理化のうち、1

系列は R6 年度に

供用開始予定。 

残り 3 系列の高度

処理化はR11に設

計着手し、事業計

画期間後となる

R12 以降に工事・

供用開始予定。 

耐水化 

－ － － － － － 

大村湾南部浄化セ

ンターの計画地盤

高が洪水・高潮・

津波による浸水位

よりも高く、耐水

化の対象となる洪

水・高潮・津波の

外力に対して浸水

は発生しないため

対象外。 

耐震化 災害時

におけ

る機能

確保率 

重要な 

幹線等 

100% 100% 100%    

下水 

処理場 

73% 73% 100% 汚泥処理棟の耐

震化事業を進め

る。 

 改築時に土木躯体

の耐震化を図る。 

その他 

処理水の 

有効活用 

 

処理水 

再利用量 

 

9,000 

m3/日 

 

9,000 

m3/日 

 

9,000 

m3/日 

   

  



申-6 

（様式－２） 

（２）施設の機能の維持に関する方針 

 ａ）主要な施設に係る主な措置 

  ｉ）計画的な点検・調査の頻度 

主要な施設 点検・調査の頻度 

管渠施設 
ストックマネジメント実施計画において、施設のリスク評価に応じて概ね 3 年～5 年に一度

マンホール内目視調査、7 年～10 年に一度潜行目視・テレビカメラ調査を実施。 

水処理施設 分解・調査を７年を目安に一度実施。 

汚泥処理施設 分解・調査を７年を目安に一度実施。 

 

  ii）診断結果を踏まえた修繕・改築の判断基準 

主要な施設 修繕・改築の判断基準 

管渠施設 リスク評価で緊急度①となった施設を改築対象施設とする。 

水処理施設 健全度 2 以下のものを改築対象とする。 

汚泥処理施設 健全度 2 以下のものを改築対象とする。 

 

  iii）改築事業の概要（令和 4 年度～令和 11 年度） 

主要な施設 改築事業の概要 

管渠施設 ストックマネジメント計画の見直しに基づき適宜改築を行う。 

水処理施設 ストックマネジメント計画の見直しに基づき適宜改築を行う。 

汚泥処理施設 ストックマネジメント計画の見直しに基づき適宜改築を行う。 

 

 

 ｂ）施設の長期的な改築の需要見通し 

改築の需要見通し 

（年当たりの概ねの事業規模の試算） 
試算の対象時期 試算の前提条件 

年当たり概ね 3.5 億円 概ね 20 年後 

土木・建築･機械は 

標準耐用年数の 2 倍で改築 

電気は標準耐用年数の 

1.5 倍で改築 
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